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１ 主題解説

１ 研究経過

本校では，平成13年度から平成15年度までの３か年間,「自己の可能性を広げ,

主体的に社会を担うことができる生徒の育成」を研究主題に掲げ，必修教科にお

ける「育成すべき学力」や「基礎・基本」の定着を図る指導と評価の在り方につ

いて研究した。この研究の成果としては，主に次の３点が挙げられる。

○「育成すべき学力」の設定及び「各教科における基礎・基本」の明確化
過年度研究の

○「教育評価改善の手引」や「評価基準表」の作成・活用
成果

○「基礎・基本」や学び合いの場を学習過程に位置づけた学習指導の充実

そして，平成15年度末には，平成16年度以降も，指導と評価の一体化を進める

研究を各教科において継続することを確認した。また，この研究の評価を行う中

で，以下に述べる新たな研究課題が浮かび上がった。

本校生徒の実 本校の多くの生徒が，各教科における基礎・基本を定着させているとともに，

態 本校がこれまでの研究主題の変遷にかかわらず一貫して指導してきた「明確な課

題を設定し，見通しを持って学習へ取り組むとともに，学習方法を工夫するなど

して，自己の課題を追究していく」という学び方を習得している。しかし，次の

ような生徒は減少してきている。

○集中力を持続し，粘り強く活動に取り組む生徒

○自信や誇りを持ち，自主的に学習に取り組む生徒

○専門的な事項に興味を示し，意欲的に追究する生徒

中等教育の動 一方，現在，高等学校への進学率が97％を超え，生徒の能力・適性，興味・関

向 心，進路等が多様化する中，生徒の個性を最大限に伸長させるための特色ある学

校づくりが進められている。特に，平成11年４月からの中高一貫教育制度の実施

により，平成18年４月現在では，全国42都道府県に197校の中高一貫教育校が設

置されるなど，中等教育の一層の多様化が進められている。また，高等学校教育

における総合学科の設置やスーパーサイエンスハイスクール等の研究推進，「そ

の道の達人」派遣事業，小・中・高等学校で一貫して取り組む「新キャリア教育

プラン推進事業」等の施策が展開されている。これは，日本の若者が明確な目的

を持って学習に取り組み，生きる力を身につけ，社会人・職業人として自立でき

る礎を，中等教育期において築こうとするものととらえることができる。

このような本校生徒の実態と中等教育の動向に鑑み，われわれは，中等教育や

青年期教育の課題等の観点から，中学校教育や高等学校教育をとらえ直し，中等

教育前期の教育課程の研究に着手することとした。

前研究主題 自己実現の基礎を培う教育課程の編成 ～中等教育前期の視点から～

平成16年度は，この研究主題の下，自己に自信を持ち，目標の実現に向けて粘

り強くまい進する生徒の育成を目指し，選択教科及び総合的な学習の時間の中

に，多様な学習ステージを設定して研究に取り組んだ。その際，各教科研究等の

手法に加え，「高等学校との共同研究」「脳科学研究の成果の活用」という２つ

の方法を導入して研究を行った。
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「高等学校との共同研究」は，中学校教育を中等教育の前期としてとらえ直す際

に，後期となる高等学校教育とのかかわりを検討する必要があると考えたためであ

る。「脳科学研究の成果の活用」は，近年，めざましい進展を遂げている脳科学研

究の成果を教育活動に導入することにより，子供たちの集中力や粘り強さ等の育成

に新たな方策を見いだそうとするものである。

平成16年度の研究に取り組む中で，教師による観察や生徒の学習の記録から，次

のような成果が見えてきた。

前研究の成果 ○高等学校や大学の教職員を講師に招いて実施する専門的な講座では，やや難

しい内容であっても，生徒は興味・関心を示し，意欲的に学習する。

○音読や簡単な計算に一定期間継続して取り組ませると，すべての生徒が回を

重ねるごとに速く行うことができるようになる。また，「きのうの自分より

速くなる」ことを目標とさせることで，多くの生徒が,取り組む意欲を高め,

自己の記録の伸びに喜びを感じ，自信を持つ。

２ 本研究の研究主題及び研究仮説

われわれは，これらの成果を一層確実なものとするとともに，中等教育前期の生

徒に必要な学習ステージ及び教育課程の在り方を提案するために，平成16年度の研

究を基礎研究と位置づけ，次のような研究開発課題で教育研究開発を申請し，平成

17年度から研究開発学校の指定研究に取り組むこととした。

脳科学研究の成果を活用した学習ステージ等を新設した教育課程や指導・評価
研究開発課題

の在り方についての研究開発

そして，この研究開発課題を解決するために，次の研究主題を掲げ，後に示す２

つの仮説を検証していくこととした。

研究主題 自己実現の基礎を培う教育課程の開発

研究仮説 ○脳科学研究の成果を活用した学習ステージ「ＢＥＳＴ」の開発

前頭前野を効率的に活性化させる活動により，学習や諸活動へ向けての脳

のウォーミングアップを行うとともに，継続的に取り組むことで，自己に自

信を持ち，目標に向けて粘り強く取り組む生徒が育成できるであろう。

○自己の個性や生き方を探求する学習ステージ「自己探求」の開発

生徒一人一人の可能性を引き出す探究の場で，多様な探究活動に取り組ま

せることにより，さまざまな面からの自己理解が図られ，理想とする自己の

実現に向けて意欲的に歩み続ける生徒が育成できるであろう。

（注）前頭前野は，額のすぐ後ろにある前頭葉の前側の部分であり，思考，行動の

抑制，コミュニケーション，意志決定，情動の制御，記憶のコントロール等

の働きがあり，大脳の中でも人間ならではの思考活動をする場所である。
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３ 研究構想

本研究は，次の図１に示す構想の下，取り組むこととした。

図１ 研究構想図

図１中に示した「期待する生徒像」は，前述の研究主題を踏まえ，中等教育前期に

おいて育成したい生徒の姿として掲げたものである。これに基づいて，研究主題の具

現化を図るとともに，研究の評価を適切に行いたいと考える。

また，本研究の第２年次に当たる平成18年度は，第１年次の試行を踏まえて，次ペ

ージの表１のとおり教育課程を編成し，実施している。

さらに，全職員による研究開発を可能とするとともに，本研究を一層充実したもの

とするため，研究体制を次ページの図２のとおりとすることとした。これは，全職員

が３つの研究パートのいずれかに所属し，研究を進めるものである。また，各研究パ

ートは，それぞれの外部機関との共同研究を推進させ，本研究主題にさまざまな方面

からアプローチできるようにした。

教育課程審議

会の基本方針 研 究 主 題 学校教育目標

自己実現の基礎を培う教育課程の開発 ｢尊重｣｢自主｣｢創造｣

研究開発学校

としての使命

多 様 な 学 習 ス テ ー ジ の 開 発

脳科学研究の成果を活用した学習ステ 自己の個性や生き方を探求する学習ス

ージ「ＢＥＳＴ」 テージ「自己探求」

○指導内容・方法の開発 ○探究活動の設定

○他の活動への効果の検証 ○指導内容・方法の検討

研 究 の 評 価

○研究主題へのアプローチの仕方

○期待する生徒像の実現状況

期待する生徒像

○自己に自信を持ち，目標に向けて努力する生徒

○学び合う中で，自己のよさを見つけ，伸ばす生徒

○自己の学習履歴を新たな学習に生かす生徒

「ＢＥＳＴ」…Basic，Effective，Speedy，Trainingの頭文字を

並べた名称

「自己探求」…「自己の個性や生き方を探求する学習」の略称

「学習履歴」…学習に対する意欲や学習過程，学習の成果や課題

等を含めた生徒の学習経験すべてのこと
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表１ 平成18年度年間授業時数

必 修 教 科
区 道 特 Ｂ 自 総

国 社 数 理 音 美 技 英 徳 別 Ｅ 己 授
術 の 活 Ｓ 探 業
・ 時 動 Ｔ 求 時

分 家 間 数
語 会 学 科 楽 術 庭 語

140 105 105 105 45 45 90 70 105 35 35 87 13 980

第１学年

4 3 3 3 1.3 1.3 2.6 2 3 1 1 2.5 0.3 28

105 105 105 105 35 35 90 70 105 35 35 87 68 980

第２学年

3 3 3 3 1 1 2.6 2 3 1 1 2.5 1.9 28

105 85 105 80 35 35 90 35 105 35 35 87 148 980

第３学年

3 2.4 3 2.3 1 1 2.6 1 3 1 1 2.5 4.2 28

○各学年の上段は，年間授業時数を，下段は週当たりの時数を表している。

○「ＢＥＳＴ」の時間は，モジュールで運用し，すべての授業の直前５分間に

実施する。

○「自己探求」の時間は，表現探究，学問探究，社会探究，教科探究の４つの

探究活動で構成する。

校 長

運営指導委員会 指導助言 研究全体会 企画提案 研究推進部会

ＢＥＳＴ研究パート 教育課程・必修教科研究パート 自己探求研究パート

共同研究 共同研究 共同研究

脳科学研究者 長崎大学教育学部及び 長崎大学各学部

附属学校園 県内公立高等学校

（注）教育課程・必修教科研究パートは，教育課程の編成，

必修教科研究に加え，全体的な研究の評価を行う。

図２ 平成18年度研究体制
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４ 研究計画

次に，第１年次の研究事項及び第２年次以降の年次研究計画を示す。

第 ○自己実現の基礎を培うための学習ステージを新設した教育課程を開発し，試行した。

１ ○脳科学研究の成果についての研修を行い，前頭前野を効率的に活性化させるトレーニング

年 を開発し，実施した。

次 ○中等教育を見直す視点や中等教育の教育活動の在り方を検討した。

○個性の探求を十分に保障し，一人一人の可能性を引き出す多様な探究活動を設定し，実施

した。

○脳科学研究者に脳機能検査の作成を依頼し，第２年次以降の実施方法や検証の仕方につい

て検討した。

○学習履歴を集約･保管する１つの手法として,個人カルテ（仮称）の作成方法を検討した。

○卒業生の追跡調査や抽出生徒による調査，研究の成果を確認するための調査の内容や方法

について検討した。

第 ○第１年次の開発・実施を踏まえて修正した教育課程を，本格的に実施する。また，その結

２ 果を基にしながら，中等教育を見直す視点や中等教育の教育活動の在り方を再検討する。

年 ○前頭前野を効率的に活性化させるトレーニングを各教科において開発し，実施する。

次 ○脳科学研究の成果についての研修を継続し，ＢＥＳＴの実施の工夫や脳科学の教育活動へ

の取り入れ方について検討する。（

本 ○自己探求の各学習ステージにおける指導内容や指導方法の工夫と改善を行うとともに，指

年 導と評価の関連を明確にする。

度 ① 学問探究や教科探究では，第１年次に検討した講座内容や学習の在り方を再検討して

実践するとともに，ゲストティーチャーの人材リストの作成等を進める。）

② 社会探究では，ガイダンスの内容を充実させるとともに，学習ガイド（仮称）を作成

する。また，生徒の課題追究活動を，より効果的なものにするための学習環境の在り方

について研究する。

③ 表現探究では，学習目標・内容・方法について研究を進める。また，特別活動におけ

る進路指導の学習内容との関連や内容の充実について検討する。

○個人カルテの作成に当たり，活用の仕方を検討する。

○卒業生の追跡調査や抽出生徒による調査，研究の成果を確認するための調査を実施する。

第 ○第２年次の実施を踏まえて修正した教育課程を実施し，最終案を作成する。

３ ○ＢＥＳＴの実施による効果を検証する。また，開発したトレーニングを整理し，現行の学

年 習指導要領による教育課程の中での実施方法等を検討する。

次 ○自己探求の実施による効果を検証する。また，外部人材リストや学習ガイド等の，現行の

学習指導要領による教育課程における生かし方を検討する。

○個人カルテの作成及び活用方法の検討を継続する。

○卒業生の追跡調査や抽出生徒による調査，研究の成果を確認するための調査を実施し，そ

の結果を取り入れて本研究の評価を充実させる。
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５ 評価計画

次に，第１年次の主な評価事項及び第２年次以降の主な評価の年次計画を示す。な

お，①～④の番号は，55ページに示す研究成果の評価方法１～４に対応している。

第 ①全生徒のＢＥＳＴにおける記録（計算速度・音読速度）を蓄積・分析するとともに，記録

１ の伸びをとらえて生徒の指導に生かした。

年 ①自己探求の各探究活動における学習状況を観察・記録し，学習内容・指導方法の改善に生

次 かした。

②全生徒を対象に，符号合わせテスト，トポロジーテスト，短期記憶テストを実施し，脳機

能の検査を行った。

③生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査等を実施し，研究の評価とした。

第 ①全生徒のＢＥＳＴにおける記録（計算速度・音読速度）を抽出して，分析するとともに，

２ 生徒の指導に生かす。

年 ①自己探求の各探究活動における学習状況を観察・記録し，学習内容・指導方法の改善に生

次 かす。

②脳機能検査及び心理測定尺度を基にした調査を実施する。（

本 ②第２，３学年全生徒を対象に，標準学力検査を実施し，国語，社会，数学，理科，英語に

年 おける思考・判断，知識・理解の学習状況を把握する。

度 ②ＢＥＳＴにおけるトレーニング結果の記録等と他のデータとの照合を行いながら，ＢＥＳ

Ｔの取組の効果を検証する。）

③生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査等を実施し，研究の評価に生かす。

④公立高等学校の協力を得て，高等学校第１学年生徒及び高等学校教師を対象として，学習

活動や学校行事への取組等についてのアンケートを実施し，本校卒業生と他校卒業生との

比較・分析を行う。

第 ○これまでに実施して蓄積した評価用資料を中心に分析・検討を行い，本研究の妥当性を総

３ 合的に検証する。

年 ①全生徒のＢＥＳＴにおける記録（計算速度・音読速度）を抽出して分析し，生徒の指導に

次 生かすとともに，ＢＥＳＴの取組の効果を検証する。

①自己探求の各探究活動における学習状況を把握し，学習内容・指導方法の妥当性を検証す

る。

①研究協力校においてＢＥＳＴを実施し，公立中学校における有効性を検証する。

②脳機能検査及び心理測定尺度を基にした調査を実施する。

②第２，３学年全生徒を対象に，標準学力検査を実施し，国語，社会，数学，理科，英語に

おける学習の定着度を前年度の記録と比較・分析する。

③生徒，教師，保護者及び外部に対するアンケート調査等を実施し，研究の評価に生かす。

④公立高等学校の協力を得て，高等学校第１，２学年生徒及び高等学校教師を対象として，

学習活動や学校行事への取組等についてのアンケートを実施し，本校卒業生と他校卒業生

との比較・分析を行う。
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２ 研究概要

１ 脳科学研究の成果を活用した学習ステージ「ＢＥＳＴ」

脳科学と教育 これまで，脳科学研究は，「脳を知る」「脳を守る」「脳を創る」「脳を育む」と
はぐく

分野の動向 いう４つの主な研究領域の中でさまざまな成果を挙げ，近年では，医学や工学等

他分野との共同研究を積極的に進めている。特に，「脳を育む」領域では，教育

の場や教育学と架橋・融合し，新たな視点に立った「脳科学と教育」研究への期

待が高まっている。そこで，われわれは，脳科学研究の成果を教育に取り入れる

ことにより，自己に自信を持ち，目標に向けて粘り強く取り組む生徒を育成した

いと考えた。そして，それが，生徒の自己実現の基礎を培うことにつながるもの

と考える。

「ＢＥＳＴ」 今日，脳を傷つけることなく脳の働きを調べることが可能となり，その結果，

研究 簡単な計算を行ったり文章を音読したりすることによって，すべての人の前頭前

野が効率的に活性化することが明らかになりつつある。本校では，この成果を活

用した学習ステージ「ＢＥＳＴ」を新設した。

第１年次に当たる昨年度は，表２のとおり，簡単な計算や読み物を内容とし，

書いたり音読したりすることを方法として，１日２回朝昼各５分間のトレーニン

グを行い，前頭前野の活性化を図ることで，授業における学習を効果的なものと

する取組を行った。この実践を踏まえ，本年度は，すべての授業の直前５分間に

ＢＥＳＴの時間を設定し，各教科でＢＥＳＴのトレーニング内容・方法を研究す

ることとした。なお，本研究の詳細は「ＢＥＳＴ」研究編で述べることとする。

表２ 「ＢＥＳＴ」の内容・方法・１日の回数・授業時数

年次 内 容 方 法 １日の回数 授業時数

１
簡単な計算，読み物 書く，音読する １日２回，朝昼 週当たり １

各５分間 年間 35

２
すらすら取り組める 書く,音読する, １日５回，全授 週当たり 2.5

教科の学習内容 手指を使う 業の直前５分間 年間 87

２ 自己の個性や生き方を探求する学習ステージ「自己探求」

(1) 本校における中等教育期のとらえ方

本校では，子供から大人への過渡期に当たる青年期を，「さまざまな経験を

通して，ものの見方を広げ，自己を見つめ，確立し，自己の将来に明るい展望

を持つべき時期」であると考えた。また，中等教育期には，多様な学習機会の

中で自ら求めて学ぶことを通して，生涯にわたって学ぶ力を培わせる必要があ

ると考え，本校における中等教育期を次のように定義した。

本校における
人間としての生き方を考え，自己の将来を見定める時期

中等教育期
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(2) 中学校教育を見直す視点

さらに，中等教育期を前期・後期に分け，前期に当たる中学校段階では，生徒

一人一人に自己の個性を探求させること，後期に当たる高等学校段階では，前期

に見いだした個性を伸長させることが大切であると考えた。そこで，中等教育期

の前期を「個性探求の時期」，後期を「個性伸長の時期」ととらえ，それぞれの

教育活動を，次の視点から見直すこととした。

中学校教育を 中等教育前期（個性探求の時期）…自己の個性を探求させる教育活動

見直す視点 中等教育後期（個性伸長の時期）…自己の個性を伸長させる教育活動

この視点から中等教育期をとらえるとき，その教育活動は，次の図３のよう

に，前期である中学校段階では，個性の探求を保障する割合を多くし，後期にな

るにしたがって，個性の伸長を図る活動の割合を徐々に増やすように計画すべき

であると考えられる。

図３ 中等教育期の教育活動

「自己探求」 そこで，本校では，生徒が自己の個性や生き方を探求する場を保障するため

研究 に，「自己探求」を新設し，さまざまな探究活動に取り組ませることとした。

第１年次に当たる昨年度は，各学年に可能な限り多様な探究活動を設定した。

この実践を踏まえ，本年度は，表３のとおり，４つの探究活動に絞り込み，各活

動の充実を図るとともに，構成・配列・内容等について研究することとした。そ

の詳細は「自己探求」研究編で述べることとする。

人間としての生き方を考え，自己の将来を見定める時期

前期（個性探求の時期） 後期（個性伸長の時期）

自己の個性

を伸長させ

る教育活動

自己の個性

を探求させ

る教育活動

・のばす

・専門的

等

・さぐる

・基礎的・基本的

等

表３ 「自己探求」における本年度の探究活動及び授業時数

表現探究 学問探究 社会探究 教科探究 合計

第１学年 13 13

第２学年 20 28 20 68

第３学年 28 60 60 148
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３ 生活のリズムを安定させる日課の工夫

「２学期制」 本校は，ゆとりを生み出す日課の工夫として，平成10年度から２学期制を導入し

の継続 ている。これにより，授業時数に若干のゆとりを生み出すことができるとともに，

長期にわたる学習活動にじっくり取り組ませることができている。そこで，本研究

においても，２学期制を継続することとした。

さらに，生徒の学校生活に関して，次の点を改善し，生活のリズムを安定させる

ことができる日課を考えることとした。

○本校生徒の通学時間は，最長で約１時間であり，午前中４校時の日課にする

と，昼食・昼休みの時間が13時近くになるため，朝食から６時間以上経過す

ることとなる。

○１週間の中で，５校時日課と６校時日課が混在すると，清掃活動をする日と

しない日があったり，終業時刻が一定でなくなったりする。

○約600人が一斉に清掃する場合，各清掃区域への配当人数が過剰となる。

○近年，持久力を中心として，体力の低下が見られるため，これを改善するた

めの取組を行う時間を生み出す必要がある。

本年度は，ＢＥＳＴの時間をすべての授業の直前５分間に設定したため，表４の

とおり，６時間の日を２週間当たりに１日設定するほかは，すべて１日５時間日課

で運用することが可能である。

表４ 平成18年度日課表

校時 月 火 水 木 金 ６時間日課

8:20～ 8:30 朝の自治活動（学級実行部会・学年集会等）

8:30～ 8:40 朝 の 学 級 会

8:55～ 9:00 Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ １

9:00～ 9:50 １

10:00～10:05 Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ ２

10:05～10:55 ２

11:05～11:10 Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ ３

11:10～12:00 ３ 道 徳 学 活

12:00～12:55 昼 食 ・ 昼 休 み

12:55～13:00 Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ ４

13:00～13:50 ４

14:00～14:05 Ｂ Ｅ Ｓ Ｔ ５

14:05～14:55 ５

14:55～15:10 更 衣 休 憩

15:10～15:30 清 掃・運 動

15:30～15:45 更 衣 学 活 15:10～16:00

15:45～16:00 帰りの学級会

帰りの学級会 16:00～16:15
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日課表中の清掃・運動の時間における「運動」は，次の要領で行っている。

清掃・運動の １ 毎日「清掃活動」と並行して行う。

時間における ２ 学級を２つの班に分け，１週間ごとに清掃と運動を交代して行う。

「運動」の実 ３ 運動場に集合・整列した後，一斉に準備運動を行い，７分間走を行う。

施要領 ４ 生徒は，自己の身体状況・能力に応じて，脈拍数等の目標を設定する。

５ 取組終了後，記録を確認するとともに，脈拍数を測定する。

６ 帰りの学級会において，記録を記し，自己の記録の更新状況を確認する。

７ ケガや体調不良のために参加できない生徒は，学級担任と運動係の生徒に連

絡をして，自学級の清掃活動に参加する。

８ 雨天時は体育館で附中体操，体ほぐし，ストレッチ，筋力トレーニング等を

行う。

この日課により，次のような効果が期待できる。

平成18年度日 ○学習へ向けてのウォーミングアップを行う時間としてＢＥＳＴを設定したこと

課の効果 により，従来朝自習を実施していた時間帯を「朝の自治活動の時間」とするこ

とで，係活動や集会等の自治活動から１日の学校生活を始めることができる。

○朝の学級会とＢＥＳＴ１との間を15分間とすることで，ゆとりを持って学習の

準備を行うことができ，落ち着いて学習を開始できる。

○12:00～12:55に昼食・昼休みの時間を設定することで，朝食から昼食までの時

間を短縮することができる。

○清掃・運動の時間を設定することで，各清掃区域の生徒数が適正になるととも

に，体力を増進させる時間を生み出すことができる。また，毎日設定すること

で，清掃・運動の習慣化を図ることができる。

○16時終業とすることで，放課後の時間を毎日一定時間確保することができ，教

科学習の補充指導や生徒会活動，部活動等に計画的に利用することができる。

なお，部活動に所属している生徒の帰宅時刻は，20時近くになるため，昼食の時間

から７時間以上栄養補給をしないこととなる。この点については，一定時刻に終業に

なることを利用して，帰りの学級会後に，補食の時間を設定し，部活動を行う生徒

が，部単位でパンやおにぎりなどの軽食をとり，栄養を補給することができるように

して対応している。

今後，アンケートを実施するなどして，これらの効果について検証していきたい。
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